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 2,2  CB とする。 

BPとCQの交点を R 、 R から BC に下ろした垂線の 

足を Lとする。 

 

2B より、 B の外角は  2 であるから、 
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同様に、
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RCP であり、 BRQCRP  であるから △BRQ ∽△CRP  
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KBQ であるから BQK  同様に CPH  

 

 sinsin RCRBRL  であるから 
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したがって、 CHKB  が示された。(証明終) 
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